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「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い

て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
に
続
き
、「
国
の
審
議
状
況
」
と
し

て
、
今
回
は
、
第
４
回
・
５
回
中
央
新
幹

線
小
委
員
会
（
以
下
小
委
員
会
）
で
行
わ

れ
た
沿
線
自
治
体
（
都
府
県
）
か
ら
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

第
４
回
小
委
員
会
（
６
月
４
日
㈮
）
で

は
、
神
奈
川
県
、
山
梨
県
、
長
野
県
、
岐

阜
県
か
ら
、
第
５
回
小
委
員
会
（
７
月
２

日
㈮
）
で
は
、
東
京
都
、
静
岡
県
、
愛
知

県
、
三
重
県
、
大
阪
府
、
奈
良
県
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
古
田
知
事
が
出
席
し
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
対
す
る
期
待
や
、

提
案
・
要
望
事
項
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

■
知
事
の
説
明
内
容
■

煙
本
県
の
概
要

・
製
造
業
の
ウ
ェ
ー
ト
が
高
い
モ
ノ
づ
く

り
立
県
で
あ
る
。

・
最
大
の
課
題
は
人
口
減
少
時
代
の
本
格

化
へ
の
対
応
策
。
地
域
外
か
ら
人
を
呼

び
込
ん
で
交
流
人
口
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

煙
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
意
義

・
東
京
―
大
阪
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
に
位
置

し
、
リ
ニ
ア
開
業
に
よ
り
観
光
、
企
業

活
動
を
中
心
に
人
の
交
流
が
さ
ら
に
活

発
化
し
、
本
県
が
首
都
圏
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

【
観
光
面
で
の
期
待
】

・
首
都
圏
か
ら
本
県
へ
の
気
軽
な
一
泊
旅

行
が
可
能
に
な
る
。

・
高
速
道
路
網
と
の
組
み
合
わ
せ
で
北
陸

地
域
を
含
め
た
広
域
観
光
が
可
能
に
な

る
。

・
国
際
空
港
、
観
光
資
源
を
組
み
合
わ
せ

て
、
多
様
な
コ
ー
ス
設
定
が
可
能
に
な

り
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
つ
な
が

る
。

【
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
住
ま
い
方

　

へ
の
期
待
】

・
東
京
へ
の
利
便
性
と
豊
か
な
自
然
が
両

立
す
る
こ
と
。

・
都
心
か
ら
１
時
間
圏
の
関
東
の
都
市
と

比
べ
、
住
宅
地
の
地
価
が
安
い
。

・
二
地
域
居
住
、
移
住
・
定
住
と
い
う
も

の
が
進
む
の
で
な
い
か
。

【
企
業
活
動
へ
の
期
待
】

・
業
務
効
率
の
向
上
や
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
、
新
た
な
産
業
立
地
の
可
能

性
へ
の
期
待
。

煙
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
関
す
る

取
り
組
み

・
本
県
が
全
国
で
一
番
早
く
期
成
同
盟
会

を
結
成
し
た
。

・
沿
線
と
な
る
東
濃
地
域
が
一
丸
と
な
っ

て
県
内
駅
設
置
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
民
間
レ
ベ
ル
で
も
活
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

・
県
全
体
で
官
民
挙
げ
て
、
リ
ニ
ア
を
活

用
し
た
地
域
活
性
化
を
目
指
す
「
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
地
域
づ
く
り
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
、
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

煙
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
関
す
る

提
案
・
要
望

・
本
県
へ
の
総
合
車
両
所
（
整
備
工
場
＋

車
両
基
地
）
の
設
置

・
駅
建
設
費
用
の
適
切
な
負
担
割
合
に
つ

い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
地
元
に
加
え
て
、

国
も
交
え
て
協
議
す
べ
き

・
東
海
道
新
幹
線
・
岐
阜
羽
島
駅
の
活
性

化

　

各
都
府
県
知
事
ら
か
ら
も
早
期
開
業
や

中
間
駅
設
置
費
の
地
方
負
担
の
あ
り
方
、

リ
ニ
ア
開
通
後
の
東
海
道
新
幹
線
の
活
用

策
な
ど
に
関
し
て
、
様
々
な
意
見（
表
１
）

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
月
号
で
は
、
７
月
と
８
月
に
開
催
さ

れ
た
有
識
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
内
線　

）
322

表１　各都府県の主な意見（本県を除く）

・・神奈川県の北のゲートとなる県内駅を相模原市域に設置
・・南のゲートとなる東海道新幹線新駅を寒川町に設置
・・他の駅の地方負担とのバランスを考慮し負担の軽減（神奈川県は、
地下駅が想定されており、地上駅に比べ、建設費用が高額）

神奈川県

第
４
回
委
員
会

・・市街地通過、環境問題などの観点からＣルートが望ましい
・・県内への複数駅設置の可能性を検討
・・駅建設費の費用負担については、鉄道施設としての駅の部分は事
業者（ＪＲ東海）が負担すべき

山梨県

・・過去10年かけルートに関する意見の集約を図ってきたが、ルート
をめぐり地域の考え方に違いが生じている
・・ルートについて、小委員会で中立公正の立場から審議、県民に納
得できる説明を
・・地方負担なしにＪＲ東海が中間駅を設置できるスキームなど、沿
線地域が納得できる考え方の整理が必要

長野県

・・大阪までの早期開業
・・鉄道事業者のまちづくりに対する積極的な協力が不可欠
・・始発駅の位置決定については都と十分に協議すべき
・・他の大深度地下利用構想・計画との調整を図ること

東京都

第
５
回
委
員
会

・・東海道新幹線富士山静岡空港新駅の設置
・・東海道新幹線駅の「こだま」「ひかり」の停車本数の大幅増加と東
京、大阪方面への時間短縮
・・熱海、三島、新富士、掛川などこだま停車駅都市の活性化
・・中央新幹線開業と同時期に空港新駅が開業できるよう、東海道新
幹線新駅設置の明確化

静岡県

・・交通結節性の強化
・・地震などの大災害へのハード・ソフト面からの万全な対策
・・国際ビジネスの交流拠点としての名古屋駅

愛知県

・・大阪までの全線整備の時期の前倒し
・・費用負担について沿線地域の住民が納得できるよう、地元負担に
よらない駅の設置について国とＪＲで協議すべき

三重県

・・国家プロジェクトとして大阪までの早期全線整備を目指すこと大阪府

・・全幹法第１条で謳われている国民経済の発展、国民生活領域の拡
大、地域の振興に資するという法目的を踏まえるべき
・・関係地方公共団体の意見が計画に反映されるべき
・・駅の費用負担は地域に発生する受益の範囲内とすべき

奈良県

本
県
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
状
況

各
都
府
県
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
状
況


